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平
成
24
年
度
豊
後
大
野
市
商
工
会
の
通

常
総
代
会
が
、
来
賓
は
じ
め
総
代
多
数
出

席
の
も
と
、
去
る
５
月
24
日
（
木
）
三
重

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
恵
藤
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、

橋
本
市
長
、
小
野
市
議
会
議
長
な
ど
来
賓

祝
辞
が
あ
り
、
続
い
て
議
長
に
大
野
地
区

の
綿
貫
季
秀
氏
を
選
出
し
て
議
案
審
議
に

入
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
23
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
書
を
承
認
、
平
成
24

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

書
（
案
）
を
決
定
致
し
ま
し
た
。
23
年
度

で
は
、
市
内
商
店
街
を
は
じ
め
商
業
集
積

地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
基
本
計
画
を

策
定
す
る
事
前
調
査
と
し
て
、
市
の
補
助

を
得
て
、「
市
内
商
店
街
等
の
実
態
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
後
大
野
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
産
品
を
活

用
し
た
特
産
品
開
発
に
よ
り
、
新
た
な
産

業
起
こ
し
と
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
「
農
商
工
連
携
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
商
店
街
の
実
態
調
査
を
ベ

ー
ス
に
、
市
が
商
業
活
性
化
の
た
め
の
基

本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

各
地
区
ご
と
に
会
員
の
意
見
集
約
を
図
り

な
が
ら
よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画
が
策
定

さ
れ
る
よ
う
市
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
農
商
工
連
携
に
つ

い
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
作
成

し
た
事
業
取
り
組
み
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
会
員

や
農
業
者
等
関
係
者
関
係
機
関
に
配
布
し
、

啓
蒙
啓
発
を
通
し
て
事
業
の
実
現
化
を
目

指
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
改
選

で
は
、
恵
藤
豊
喜
会
長
が
退
任
し
、
そ
の

後
任
と
し
て
芦
刈
憲
司
副
会
長
（
三
重
地

区
）
が
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

役
員
人
事
は
、
副
会
長
に
伊
藤
憲
義
氏

（
緒
方
地
区
）
と
佐
東
源
三
氏
（
大
野
地

区
）
を
、
監
事
に
は
、
関
谷
明
運
氏
（
三

重
地
区
）
と
衞
藤
隆
機
氏
（
大
野
地
区
）

を
各
々
選
出
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
役
員
の
顔
ぶ
れ
は
、
役
員
名
簿

の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

商
工
会
運
営
や
事
業
推
進
等
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

芦
刈　

憲
司
（
三
重
）

伊
藤　

憲
義
（
緒
方
）

佐
東　

源
三
（
大
野
）

木
下　

憲
之
（
朝
地
）

平
田　

欣
也
（
清
川
）

久
保
平　

明
（
犬
飼
）

恵
良　

啓
治
（
千
歳
）

東
藤　

雅
廣
（
朝
地
）

安
藤　

豊
作
（
朝
地
）

安
藤　

文
治
（
大
野
）

羽
田
野
利
勝
（
大
野
）

足
立　

達
実
（
大
野
）

工
藤　

修
一
（
大
野
）

吉
良　

文
紀
（
緒
方
）

下
田　

健
進
（
緒
方
）

大
塚　

欽
哉
（
緒
方
）

羽
田
野
尚
武
（
緒
方
）

三
浦　
　

孝
（
清
川
）

小
手
川
建
二
（
三
重
）

小
野　

順
一
（
三
重
）

長
吉　

敏
満
（
三
重
）

藤
井　

文
雄
（
三
重
）

伊
東　

義
洋
（
三
重
）

神
品　

雄
一
（
三
重
）

衞
藤　

俊
明
（
三
重
）

曲　
　
　

遵
（
三
重
）

川
野　

博
美
（
三
重
）

麻
生　

春
彦
（
三
重
）

後
藤　

直
之
（
犬
飼
）

生
島　

雄
作
（
犬
飼
）

有
田　

清
秀
（
千
歳
）

小
深
田　

聡
（
緒
方
）

宮
成　

君
子
（
千
歳
）

関
谷　

明
運
（
三
重
）

衞
藤　

隆
機
（
大
野
）
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会
長
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司 
氏
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三
重
地
区
）を
選
出
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平
成
24
年
度
通
常
総
代
会 

ー
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〜
青
年
部
通
常
総
会
開
催
〜

　

全
員
で
青
年
部
宣
言
・
誓
い
の
言

葉
を
斉
唱
し
、
議
長
に
佐
保
文
彦
さ

ん
（
三
重
支
部
）
を
選
任
し
て
、
平

成
23
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

平
成
24
年
度
は
、
次
の
重

　
　
　

点
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

　
　
　

な
り
ま
し
た
。

　
　
　

①　

組
織
強
化
対
策
事
業

　
　
　

②　

講
習
会
・
研
修
会
事
業

　
　
　

③　

中
小
企
業
支
援
策
の
活

　
　
　
　
　

用
促
進

　
　
　

④　

地
域
振
興
事
業

　
　
　

⑤　

奉
仕
活
動
事
業

　
　
　

⑥　

交
流
事
業

　

青
年
部
（
小
深
田
聡
部
長
・
部
員

98
人
）
は
、
４
月
27
日
、
ホ
テ
ル
ま

す
の
井
で
平
成
24
年
度
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

小
深
田
部
長
が
「
地
域
の
若
者
と

し
て
、
素
晴
ら
し
い
団
体
と
な
る
よ

う
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
。

宮
成　
　

君
子
（
千
歳
）

工
藤　
　

睦
子
（
大
野
）

小
野　

加
代
子
（
三
重
）

羽
田
野
美
和
子
（
犬
飼
）

惠
藤　

ス
ミ
子
（
千
歳
）

朝
倉　
　

暁
子
（
朝
地
）

衞
藤　

加
代
子
（
大
野
）

板
井　

美
保
子
（
緒
方
）

江
藤　

あ
け
み
（
清
川
）

久
々
宮
三
重
子
（
三
重
）

後
藤　
　

昌
子
（
犬
飼
）

佐
々
木
や
す
子
（
清
川
）

伊
藤　
　

静
子
（
緒
方
）

河
野　
　

弘
子
（
朝
地
）

　

部　
　

長

副 

部 

長

　
　

〃

常
任
委
員

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

監
査
委
員

　
　

〃

～女性部通常総会開催～～女性部通常総会開催～

地
域
経
済
を
支
え
る

　

若
手
経
営
者
の
団
体
と
し
て

地域に密着した

  事業 ・ 活動を推進

地
域
経
済
を
支
え
る

　

若
手
経
営
者
の
団
体
と
し
て

地域に密着した

  事業 ・ 活動を推進

　
　
　
　

女
性
部
（
宮
成
君
子
部
長

　
　
　

・
部
員
１
８
１
人)

は
５
月

　
　
　

７
日
、
商
工
会
館
で
平
成
24

　
　
　

年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

　
　
　

し
た
。
全
員
で
誓
い
の
こ
と

　
　
　

ば
を
斉
唱
し
、
議
長
に
板
井

　
　
　

美
保
子
さ
ん
（
緒
方
支
部
）

　
　
　

を
選
任
し
て
、
平
成
23
年
度

　
　
　

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平

　
　
　

成
24
年
度
事
業
計
画
・
収
支

　
　
　

予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
宮
成
部
長
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
次
の
重
点
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①　

組
織
対
策
事
業

②　

研
修
事
業

③　

地
域
振
興
事
業

④　

環
境
対
策
事
業

⑤　

社
会
福
祉
運
動
事
業

⑥　

健
康
増
進
事
業

⑦　

関
係
諸
事
業
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節電のお願い！
家庭での主な節電メニュー

20％プレミアム付き
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　豊後大野市商工会では、昨年に引き続いて市の支援を受けて市内消費者の皆様の買物利便
と低迷する地域経済の活性化を図るため、20％のプレミアムの付いた商品券を販売致します。
　販売額は、１セット５,000 円（500 円券 12 枚綴りで６,000 円分）となっており、お
一人６セット（30,000 円）まで購入できます。総額１億２千万円の新たな需要の掘り起こ
しにつながりますので、積極的な活用・利用をお願い致します。

■発 売 日：平成24年７月 23日（月）　※売り切れた時点で終了
■販売場所：商工会三重本所及び朝地 , 緒方 , 大野 , 清川 , 千歳 , 犬飼支所窓口
■販売時間：午前９時より午後５時まで（発売日のみ午後８時まで）
■販売金額：１セット５,000円（500円券12枚綴り）お一人６セット（30,000円）まで
■利用場所：市内の商工会に属する会員事業所で利用できます。
■使用期限：平成24年７月23日（月）より平成25年１月20日（日）までの間
■そ の 他：現金との引換え、つり銭の支払いはできません。

中元＆年末ジャンボ商品券を発行　中元＆年末ジャンボ商品券を発行　中元＆年末ジャンボ商品券を発行　

＊プレミアム付き商品券について、ご不明な点がございましたら商工会までお問合せ下さい。
■豊後大野市商工会　TEL 0974-22-1193  FAX 0974-22-5759

20％プレミアム付き20％プレミアム付き

～ 平成24年度プレミアム付き商品券事業 ～

1.75%

（平成24年６月13日現在）

融資期間 基準利率（％）
○普通貸付

○経営改善貸付

　５年以内 
　５年超　　６年以内 
　６年超　　７年以内 
　７年超　　８年以内 
　８年超　　９年以内 
　９年超　１０年以内 
１０年超　１１年以内 
１１年超　１２年以内 
１２年超　１３年以内 
１３年超　１４年以内 
１４年超　１５年以内 
１５年超　１６年以内 
１６年超　１７年以内 
１７年超　１８年以内 
１８年超　１９年以内 
１９年超　２０年以内

運転資金・設備資金

2.05
2 .05
2 .15
2 .25
2 .25
2 .35
2 .45
2 .55
2 .65
2 .65
2 .75
2 .85
2 .85
2 .95
2 .95
3 .05

ホームページ：http://www.jfc.go.jp/

日本政策金融公庫の貸付利息

節電のお願い！節電のお願い！
家庭での主な節電メニュー

◆エアコン

日頃の継続が大事です。習慣づけましょう。
生活に支障のない範囲での節電をお願いします。

室温28℃をこころがける。
緑のカーテンやすだれなどで窓から
の日差しを和らげる。

◆扇風機
無理のない範囲でエアコンを消して扇風機を使用す
る。

◆照明
日中は不要な照明を消す。夜間の照明
も必要な範囲にとどめる。

◆冷蔵庫
ドアの開閉は少なくする。温度調節を
する。



HP：http://bungo-ono.oita-shokokai.or.jp
mail：info@bungo-ono.oita-shokokai.or.jp

豊後大野市商工会
本　　所／

朝地支所／

大野支所／

緒方支所／

清川支所／

三重支所／

犬飼支所／

千歳支所／

〒879-7131　豊後大野市三重町市場 539 番地
TEL 0974-22-1193　FAX 0974-22-5759
〒879-6221　豊後大野市朝地町坪泉 566-10
TEL 0974-72-0049　FAX 0974-72-0566
〒879-6441　豊後大野市大野町田中 77-１
TEL 0974-34-2234　FAX 0974-24-5101
〒879-6601　豊後大野市緒方町馬場 269-2
TEL 0974-42-3310　FAX 0974-42-3361
〒879-6903　豊後大野市清川町砂田 1812-4
TEL 0974-35-2277　FAX 0974-35-2090
〒879-7131　豊後大野市三重町市場 539
TEL 0974-22-1193　FAX 0974-22-5759
〒879-7306　豊後大野市犬飼町下津尾 4037
TEL 097-578-0059　FAX 097-578-1514
〒879-7401　豊後大野市千歳町新殿 235-３
TEL 0974-37-2953　FAX 0974-37-2953

　毎月第２木曜日の午前 10 時から午後３時まで、

社会保険事務所が、商工会本所にて社会保険出張

相談を実施しております。是非ご利用下さい。

　　　　　７月、８月の相談日は　

７月 12日（木）と

８月 ９ 日（木）です。

年金等に関するご相談について

※詳しくは下記連絡先まで

平成23年1月から、
個人事業主の
「共同経営者」も加入
できます！
一事業主につき「２名」
まで。

豊後大野市商工会本所・支所へ

あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償の

全国商工会会員福祉共済
「けが」の補償プラン
けがによる死亡、後遺障害、入院、
手術、通院を補償します。

「病気」の補償プラン
疾病による入院、手術等を補償します。

「がん」重点補償プラン
がん・けが・疾病による入院、手術等
を補償します。

※「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます。
※ 契約内容の詳細はパンフレットをご覧ください。

「病気」の補償プランに

先進医療共済金を新たに追加！
しかも掛金はそのまま！

けが

病気

がん

貯蓄・保険・融資で
　　　大きな安心
貯蓄・保険・融資で
　　　大きな安心
商工貯蓄共済は、許可事業として国・県の指導
を得た事業であり、福利厚生と事業資金の貯蓄
を兼ねた、｢貯蓄・融資・生命保証｣が三位一体
となった商工会員のための制度です

～商工会会員状況～
＊平成 24年４月１日現在
　　　　　　　　　 加入
　　　　　　　　　 脱退  
＊平成 24年６月１日現在

924
6
1

929

★未加入者のご紹介をお願いします。★

ためる
特徴

１ 貯蓄
かりる
特徴

２ 融資
あん
しん
特徴

３ 保証

毎月の掛金は、その大部分が貯蓄積立金となり、
保険料にまわる金額がごくわずかです。

事業資金および消費関連資金として融資が受け
られます。

万一の場合に大きな保障（生命保険）があります。
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